




















































































































































































































































































































































































































の トリヒュ- トを山口一郎 (サカナクション)が,こんな
歌unJにしている :
だからクレーの絵を見て 落ち込むのは
僕が擦れたからか
見えないもの 描きたくて
僕は言瀕を使う 使う
(｢KleeJrkikUUiklJ)
ここには.見えるもの/見えないものを対比させたクレー
の有名な言葉のひとつを体現しているようでもあるQ
｢擦れ｣･･｢招きたくて｣,とか,｢修正｣｢海底｣-･｢改訂｣
-･神々.他にも ｢締雄でなくてもいい｣の.【きれ-】の宵
を含む絡み合いなど｡
通常的でない.バイアスのかかっていないそれでいて祝
祭的な歌詞とそれを声にすることの連続｡
そう考えれば.7連日の ｢描きたくて｣は,クレーの.[e:]
の昔が欲 しくて選んで (選ばれて)いること,さらには,
臼頭の2逆にも,立て続けに[te:]がちりばめられているこ
と-それらは,クレーの絵をたとえにだしている.まさに
AnneSimpsonの姿勢だ :
和み皿ねて[te:]
それのせいにして[te:]
無型をして[te:]
笑って[te:]
それは,つまり.このクレーの.[e:]の引き延ばしの骨その
ものにある｡
12simpson,Is(McCelLand&Stewartud.,2011),p.2.
-24 一
クレー -の重奏
beforecrumpleddark地 tami sheddark
垣垣 glovesoftdarkbeforeworldnotyet
world (下線は筆者強調)
005:Klee(S)
前述の補いとなるが,クレー自身,劇場を意識し,
人形劇場であったことを,Kleeの著者Douglas
Hallは次のように述べている :
Thetheatricalimpression‥ .ispartlydueto
theatmosphereoffairy-taleinvokedbythe
insubstantialbuildingsandtheirmyste1-ious
lighting.Infact,theconnectionismore
thanspectlative.ltisknowthatKleemade
puppetsfbrhissonFelix… andsomeof
tleSeSuⅣive.13
このことは.示唆的だし.また.本論文で取り扱い
きれなかったが,残されたクレー重奏のテーマの可
能性である｡(もっとも,早くもプラスは最も敏感
にそのことを察知していたのだが-0)
最後に筆者なりの詩人 ･みごなごみとしてのク
レーへの重奏をしておきたい｡選んだ作品は,
-`NoctumalFestivity"(1921)である (【図版①参
照】)L4｡
13 DouglasHAH,Klee(PhaidonPressLimited,1992),p.
44｡及び,【区卜版(む】参照と.林綾野 .新藤信編者 Fクレー
の食卓J.講談社 :2009)の37頁も参照o
l4 DouglasHalt,Klee,pl44･
｢よるがおまつり｣
みごなごみ
よるみつけておきたかったものがここに
よるみつめておきたかったものがここに
尖ったおやまのうえに
とがった足
まあるいおやまのうえに
まあるい月
窓から下が海底のようで
いのりの声や
しゅくさいの昔が
水の中でも
している
IJをふるよるに
ゆきがふる
赤いはずみがあるので
また駆け上がれる
だから
透明の水のような部屋に
しずかに休んでいよう
カーテンもない
のに
そのカーテンに
絵があるようで
緑があるようで
なくて,あって
それで
水中にまで
崖が
浮いていて
